
令和３年度 第３回 都田南小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

 

１ 開催日時   令和３年 ９月１６日（木） １５時３０分から１７時３０分まで 

２ 開催場所   都田南小学校 ふれあいルーム 

３ 出席委員   馬渕 信夫 、山下 泰弘、神間 智博、石田 由紀子、長谷川 卓人、

牧田 景子  

４ 欠席委員   なし  

５ 事務局    山下 幹夫、大石智香子、濱田修司、谷野文彦、服部美保 

６ オブザーバー 教育総務課 小川氏、豊岡小学校長鈴木氏、鳴門教育大学教職大学院

生 鈴木郁夫氏､ＰＴＡまつり部(鈴木千晴、脇田由理、本田由梨、 

落合陽子)、図書ボランティア(森下佳美、加藤茜) 

７ 傍聴者  ０人 

８ 協議事項  

（１）ＣＳ活動報告 

（２）アプリについて 

（３）ボランティア活動との連携について 

（４）承認 

９ その他 

（１）校内教育活動について 

（２）都南っ子まつりについて 

１０ 会議録作成者 事務局 服部美保 

１１ 会議記録 

（１）ＣＳ活動報告 

学校支援コーディネーターである牧田委員から、別紙資料により活動報告があり、 

以下の発言があった。 

・牧田委員には、地域とのつながり、先生とのつながりを大切に活動を進めていただき、

とても感謝している。この活動をより多くの人に知ってもらえるように、職員室前に

ＣＳ掲示板を作ろうと考えている。（教頭） 

・保護者の方へより知っていただくには、参観会など来校する機会ごとにＣＳ活動を報

告し続けることが有効と思う。（山下委員） 

・牧田委員には、先生とのつながりを大切にし連絡調整をしていただいていることに感

謝している。先生は授業等で多忙なため、なかなか直接会って打ち合わせすることが

難しいと思う。そのようなときは、教頭先生を通じて、打合せをしたい先生の空き時

間を教えてもらうとスムーズにいくと思う。やはり直接会って話すことが大切。（山下

委員） 

・３年ほど前にこの学校で取り組んでいた夏休みサマースクールは今どうなっているか

(神間委員) 

・今はコロナウイルス感染症の影響で実施を見送っている。(教頭) 



 

・子供にとって夏休みの自由研究はとても大変なもの。身近なところで、三方原用水を 

研究するなど要求があれば、私達にお手伝いできることはあると思う。保護者も助か

るのでは。(神間委員) 

・先生へのＣＳ活動の周知はどのようにしているか。（石田委員） 

・校外学習の付き添いでは、保護者の方にボランティアをお願いしていることは知って

いる。これからは、先生が授業以外で必要としていること等も集約して牧田さんにつ

なげていけるように、マニュアル化していく。(谷野) 

・このような活動が地域全体の人の目につくようにしてほしい。（石田委員） 

・学校のホームページやブログにもできるだけ載せていきたい。(教頭) 

・子供の反応も知りたいと思う。（石田委員） 

・コロナウイルス感染症の影響がなくなれば、夏休みサマースクールについてのニーズ

を探り再開したい。今年の夏休みに都田図書館が、都田の歴史という講座を開催した。

このように、学校以外でも自由研究などの学習ができる場があると面白い。ＣＳ活動

は理念で終わるのではなく、活動した経験や感想が大切。コロナが収束し、やりたい

ことができるようになると良いと思う。（校長） 

  

（２）アプリについて 

議長の指示により、長谷川委員からボランティア登録アプリについてプロジェクター

にて説明があり、現在順調に準備を進めていることを確認した。また、今月１５日には、 

牧田委員によるボランティア募集の初投稿が完了したことを報告した。委員からは、以

下の発言があった。 

・アプリの中に競い合えるような(例えば学校単位で)ゲーム感覚の要素を入れていくと

活動が活発化するのでは。これは学校だけの問題ではなく、全国的に問題となってい

る自治会の希薄化を防ぐことにもつながるかもしれない。(神間委員) 

・このボランティアアプリは教育だけの話ではなく、地域へも広がっていくもの。ここ

にいる皆さんは色々な立場で発信をして欲しい。（校長） 

 

（３）ボランティア活動との連携について 

議長の指示により、図書ボランティアの森下氏から、図書ボランティア活動の現状と

問題点について説明があった。 

・図書ボランティアが主に活動している朝の読み聞かせは、早い時間に行われるため、

子供を学校へ送り出してからすぐ自分の支度をして出掛けなければいけない。個人の

負担が大きい。 

・働く母親も増え、読み聞かせが終わってそのまま仕事へ行く人もいる。 

・この活動を続けていくためには地域の力が必要と感じている。 

委員からは、以下の発言があった。 

・子供たちは読み聞かせの時間を心待ちにしている。ボランティアの方にはとても感謝

している。今は新型コロナウイルス感染症の影響で活動を中止しているが、時期が来

ればまた是非来てほしいと思っている。(教頭) 



・豊岡小学校の読み聞かせについて状況を伺いたい。（石田委員） 

・９月中は活動を中止している。１０月から、また再開できると良い。毎年２回ボラン

ティアの募集をしているが、人数は増えていない。永く続けてやってくれている人に

頼っているのが現状。(豊岡小学校長鈴木氏) 

・この活動は、子育てが一段落して時間にゆとりがある人が理想的だと思う。（石田委

員） 

・活動を始めて４年が経つ。自分の子供が成長して、やっとここ最近本をじっくり選べ

るようになった。自分一人の目だとどうしても本が偏るので、色々な人が本を読んで

くれたらと思う。(図書ボランティア森下氏) 

・平成１３年に子供の読書活動の推進に関する法律ができ、教師だけでなく地域の大人

も本を通じて学校に関われるようになった。ここまでずっとこの活動が続いているの

は、それだけ価値のあることだから。少子化高齢化でこれから難しくなるが、今まで

大切にしてきたことを、視野を変えて続けていければ良い。ボランティアアプリを活

用すれば実現可能だと思う。ＣＳと図書ボランティアが協力すれば良い。（校長） 

・募集はＣＳで集めて、どこまでできるかは今後擦り合わせて具体的に考えていきたい。

(谷野) 

・ボランティアを考える上で大切なことは、あくまでも持続可能にということ。大変に

なり一旦やめてしまうと復活させることが厳しい。苦痛を感じてはだめ。あくまでも

楽しく。読書や読み聞かせは子供にとって大切。勉強面だけでなく心の面へも良い影

響を与えている。（山下委員） 

・さくら連絡網の活用も考えると良い。グループのメンバー一斉に連絡が行くので代表

の方の負担軽減になるのでは。(教頭) 

・ＣＳ組織に図書ボランティアを組み込めばボランティアの負担が減ると思う。(牧田

委員) 

・図書ボランティアは大変でやめていく人が多い。読み聞かせというのは、たんさんの

子供に注目されて緊張するのでハードルが高いと思う。（図書ボランティア加藤氏） 

・今は学級単位で読み聞かせを行っているが、少人数制にしても良いと思う。工夫して

やっていこう。（校長） 

協議の結果、継続審議となった。 

 

その他 

（１） 校内教育活動について 

校内研修主任濱田教諭より、校内教育活動についてプロジェクターにて説明があった。 

・学校の教育活動においては、教師は授業をいかに充実させるかということを常に考え

ている。共に学び、学んだことを活用できる都南っ子の育成を目標に学年ごとに目標

を決めて教育活動に取り組んでいる。この学校の児童は学ぶことへの意欲、理解した

いという意欲が強いと感じている。 

委員からは、以下の発言があった。 

・先日、子供がタブレットパソコンを持ち帰ってきた。これはどのような目的なのか。

（牧田委員） 



・自宅での活用が可能かどうか、Wi-Fiへの接続が可能か状況を把握するための持ち帰

りだった。今後は実際にドリルを活用したりして、実践段階に入る予定。（濱田教諭） 

 

（２）都南っ子まつりについて 

ＰＴＡまつり部の鈴木氏より、都南っ子まつりのバザー品について説明があった。 

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で都南っ子まつりが中止となり、前もって作

っておいた手作り品２５品についてどのように活用したら良いか、委員の意見を伺いた

いとの報告があった。いくつかのアイデアを提案。 

・来年度まで保管しても確実に使えるか分からないので今年度中に活用したい。 

・品物の値段が５０円から４００円まであるため、平等に配るのは難しい。 

・まつりのポスターは１３枚ある。例年お礼としてバザーで使えるチケットを渡してい

たが、祭りの中止でお礼ができない。せっかく描いたのに誰の目にも触れないのはか

わいそう。お礼としてバザー品を渡すのはどうか。 

・クイズを出して正解者にバザー品をプレゼントするのはどうか。 

委員からは、以下の発言があった。 

・販売というよりも、募金という形で品物と交換するのはどうか。子供の学びにもなる。

ポスターには名前を付け賞状や副賞を付けて返してあげるのも良い。(神間委員) 

・お金でなく物を寄付するのはどうか。例えば使っていない鉛筆とか。（牧田委員） 

・ボランティアさんへのお礼の品物としてプレゼントするのはどうか。（谷野教諭） 

・必要としているが、恵まれていない人に渡すのはどうか。（石田委員） 

・ポスターの掲示はすぐにできる。賞も可能だと思う。品物は新一年生の学校用品販売

や就学時健診の時にＣＳコーナーとして販売コーナーを設けることもできるかもしれ

ない。（校長） 

引き続き検討を重ねることとした。 

 

 

その他報告事項等 

司会から、次回会議は２０２１年１２月１０日（金）午後３時３０分から会議室で開

催する旨の報告があった。 


